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「高知県立国際中学校・高等学校 学校説明会」に関するアンケート  

実施日：平成 29 年 7 月 22 日 

会 場：高知県民文化ホール オレンジホール          回答数  ８１枚 

 

１．住まいの市町村 

高知市 ５５ 安芸市 ２ 

香南市 ７ 土佐市 ２ 

南国市 ６ 高岡郡 １ 

いの町 ４ 未記入 １ 

佐川町 ３ 合計 ８１ 

 

保護者 ７５ 教育関係者 

小学校（３）、高等学校（１） 

大学（１）、塾関係者（５） 

１０ その他 １ 

 

２ 本日の学校説明会を何で知りましたか（複数回答可） 

チラシ 38 高知県のホームページ 13 

学校 35 高等学校課ホームページ 15 

 塾 4 さん SUN高知（県外版） 1 

情報誌等 5 その他 5 

 

３ 本日の学校説明会の内容はどうでしたか                        

（１）講演「日本における国際バカロレア普及の意義～岡山大学の取組み事例～」 

よかった 36 (44.4%)  

どちらかといえばよかった 37 (45.6%)  

どちらかといえばよくなかった  4 (4.9%)   

未記入 4 (4.9%) 

（２）学校説明等・質疑 

よかった 39 (48.1%)  

どちらかといえばよかった 19 (23.4%)  

どちらかといえばよくなかった  4 (4.9%) 

未記入 19 (23.4%) 

 

４ 高知国際中学校・高等学校の教育内容について、ご理解いただけましたか。 

わかった 40 (49.3%) 

どちらかといえばわかった 29 (35.8%) 

どちらかといえばわからなかった 7 (8.6%) 

未記入 5 (6.1%) 

 



2 

 

５ お子様を高知国際中学校・高等学校に入学させたいと思いますか 

思う 47 (58.0%) 

どちらかといえば思う 22 (27.1%) 

どちらかといえば思わない 4(4.9%) 

わからない 1 (1.2%) 

未記入 7 (8.6%) 

 

【自由記述欄】 

４ 高知国際中学校・高等学校の教育内容について、ご理解いただけましたか。      

・授業内容にすごく興味がわいた。 

・東京学芸大国際中学の教員を講演に呼ぶべき。 

・SSH（スーパーサイエンスハイスクール）もあるので、別に国際中学校で理系に強い必要

はないということで、県立中高一貫校は文系の学校という位置づけでよいのでしょうか。

（もちろん文理の壁が大学の方でもなくなっているのは、わかっていますが…） 

・バカロレア教育が今とは違う教育なのはわかったが、子供の将来を考えた時、どうなの

かがよくわからない。（日本の社会に教育システムが適応しているのか） 

・これからの学校教育なんだなと思いました。 

・まだ現実的でなく、もっと詳しく知りたい。 

・目指す人物像が必要だと思いました。遠方から通学できるのかどうかが心配となります。 

・教育の理想論だけでなく、高知県の現状に合わせて説明をしてほしかったです。 

・IBプログラムは、多様性については知っている部分もありましたが、実際の大学側の DP

スコア条件等、詳しくお聞きできて、とても良かったです。 

 

５ あなたのお子様を高知国際中学校・高等学校に入学させたいと思いますか。      

・子供が行きたいと言うので。 

・学校の方針や学習の仕方は合っていると思うが、作文が苦手なため入試に合格できるか

不安。短い文章しか書けないかもしれないが、作文の中身もよく読んで選考してほしい。

また、学力面ではなく、面接での反応も重視してもらえるのか？ 

・自宅から学校までの通学のこと、（公共交通機関があまりなく不便）を考えたり、あとは、

本人のやる気次第です。 

・県立ということですが、レベルの高い学習内容が期待できそうです。 

・現在、小学１年生ですが、入学できるために準備しておきたいです。 

・初年度にバレーボール部がなくて残念です。 

・社会に出た時に、自分の意見や考えをはっきり言える子になってもらいたいと感じたか

ら。 

・バカロレアはとても良いと思い、大変興味はありますが、部活動が少ないため、悩みま

す。（中・高において、部活動も大変大事な経験だと思っているので） 

・校舎が狭いと思う。中学・高校というより、大学の授業のようだった。我が子が入りた

い部活もなく、この教育がいつまで続くかよくわからない。中学入学者全員が IB コースに

入れないので、入ってもあまり意味がなくなる。 
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・もう 1回、わかりやすい説明を聞いて考えたい。あと体験セミナーには行かせてみたい。 

・ぜひとも、今年度、受験させたいと思います。 

・IBコースに行くか行かないかは別として、探究的な学習態度を身につけてほしいから。 

・入試は私立含め、レベルの高いものだと思います。そのレベルに達することができれば、

ぜひ、行かせたいです。 

・息子は 80％アメリカ、20％日本の環境で育っているため、開かれた校風だけでなく、探

究的な学習方法においても、非常に魅力のある学校だと思っております。 

 

６ その他                                      

・塾で高知国際中学校を勧めてくれない。 

・校風や目標を考えると、面接の比重も大きくなるのか？課外学習の具体的な内容を知り

たい。高知は共働き家庭が多い。休みに融通がきかない保護者もいる。ある程度は学校で

もサポートしてほしい。 

・高校進学者にも、再度 DP の説明会を保護者向けに開いてほしい。 

・高知南や高知西の延長線上にあるわけではなく、全く別の学校ができることを認識すべ

き。そうでないなら、南や西のように失敗すると思います。 

・講演、とても興味の持てるものでした。しかし、どの資料の説明なのかわかりにくかっ

たので、資料にページ数を入れて説明しながらお話していただけるともっと良かったなと

思いました。ありがとうございました。学校説明会、とてもわかりやすかったです。 

・高１と小５の息子がいます、高校での進路説明の時に大学入試が大きく変わることを聞

き、小５の息子の時には大変になるなと思っていました。この夏休み、高１の息子が岡山

大学のオープンキャンパスに行くようになり、そこで IB 教育を目にし、今回の講演を聞き

に来ました。２人の息子の進路を考える上で、とても参考になりました。 

・レベルが高そうだけど、行ってみたいと思いました。 

・今までの教育と異なり、とても難しい部分もあると感じましたが、子供が社会にでるた

めに、大切なことが学べると思いました。 

・バカロレアは私自身が経験したことがなくて不安です。もし、学べれば、子供にとって

とても良いことになると思います。先生方も大変だと思います。よろしくお願いします。 

・高知でも DPコースの修了生の話をきく機会を持てたら良いなと思いました。 

・DP スコアを取得する IBコースに入らないと、認定が取れないないと聞くと、狭き門と感

じました。 

・入試の適性検査の過去問のことをもう少し説明してもらえれば。 

・体験セミナーを楽しみにしています。日数が多くあればいいなと思います。また校舎が

できた後に、現地でのセミナーを希望します。 

・日本のバカロレア教育の理想に現状の教育システムからどうやって近づけるのか問題点

を痛感しました。多くの子供たちにバカロレア教育の理想（教育）を平等に受けさせてあ

げることが世界平和につながるかもしれません。 

 

 

 


